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	ポ イ ン ト

	
	(2) オートスタートの潤滑油補機を有しているものはオートスタート状態になっているか確認する。

(3) 爆発混合気を形成させないために、Ｎ２導入を行う。

  機種により、クランクルーム内にＮ２導入をするものもある。

(4) 爆発混合気が形成されていないことを確認する。測定箇所は機器により定める。

  酸素許容濃度

  ・水素、アセチレン、エチレン

             ２％以下

  ・その他の可燃性ガス

             ４％以下

        （圧縮する場合）

(8)(13)

 ｱ. ターニングは補修後、長期停止、機器上必要なものについては必ず実施すること。

 ｲ. 補修後のターニングは、３往復以上実施する。

 ｳ. ターニングは動力源を切った状態で実施すること。

(15)シリンダーバルブのシート洩れがないか注意する。

(16)可燃性ガス濃度

    爆発下限界の1/5以下のこと。

(18)強制潤滑を停止するものは停止後、潤滑油系統に異常のないことを確認し、自動起動状態とする。

(22)アンローダーバルブでロードをかける場合は、吐出側シリンダーより操作すること。

(23)スタート約１０分後異常の有無を点検する。


開始





コンプレッサー、各冷却器に冷却水を通す





潤滑油系を点検する





ターニングを行う





シリンダーに圧力がかかっていないことを確認する





クランク・シリンダーオイルの強制潤滑を行う





クランクルームのガス濃度を測定する





アンロードとなっていることを確認する





バイパスバルブを全開とする





ターニングを行う





シリンダーに圧力がかかっていないことを確認する





クランク・シリンダーオイルの強制潤滑を行う





熱・振動・圧力・音・電流について異常のないことを確認する





ディスタンスルーム内への Ｎ２導入を確認する





ディスタンスルームの酸素濃度を測定する





吸込み・吐出バルブを全開とする





吸込みバルブを微開し、圧力バランスする





コンプレッサーをスタートする





熱・振動・圧力・音・電流について異常のないことを確認する





バイパスバルブを絞り、所定圧力まで昇圧する





吐出バルブを全開にする





バイパスバルブを全閉にする





吸込みバルブを全開にする





アンローダーバルブを操作し必要負荷とする





終了
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バイパスタイプ





アンローダータイプ
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バイパスタイプ





アンローダータイプ
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